































































































































































































































森重 正也 柴山 祐子
－ 70 －
る可能性が示唆された。質問５．では、料理や
お家でのお手伝いへの意欲向上に効果的な実践
だったと言える。
総じて短大生と一緒の共同調理による食育を
楽しんでいる様子がみられ、先行研究の多くに
みられるように、参加型・体験型の食育活動は
小学５年生にも有効であることが分かった。
Ⅲ 最後に
今回の実践は郷土を知る学習（生活と地域な
ど）として、また調理を知る・食事のマナー
（後片付け含む）など小学５年で導入される「家
庭科」も考慮しながら、「総合的学習」の一環と
して実践された。興味深いことに、質問３．の
回答にみられるように、日常で見慣れている郷
土の田園風景の中にあっても、名産品としての
“お米”の認識が明確ではなかった点も判明し、
郷土の名産品を使っての食育は必要かつ有効で
あることが分かった。
また短大生にとっても小学生への食育実践が
将来の栄養士業務において役立つものと捉え、
貴重な体験になるとともに、地域と「食」の関
連をより意識する契機となったと言える。
よって、今回のような小学校と短大が地域連
携して食育を実施することは、双方向的な効果
が期待でき、今後も必要であることが分かった。
課題もみられた。質問４．や質問５．のアン
ケート結果にみられるように、食べ物・料理へ
の興味喚起及び料理の再現やお家でのお手伝い
への意欲向上に効果的ではあったが、実際の行
動変容にまで至ったかは未調査である。今後は
この点も充実させていく必要がある。
また、短大生も、今回のチャーハン作りは新
たに実践した食育手法であったため、予行での
見通しと異なり、本番では所要時間がオーバー
し、後片付けを最後まで一緒に出来なかった。
過密な短大時間割の中では十分な予行が出来な
いケースもあるので、情報の引継も含め慎重な
準備が要求される。
多様な「食」の現状・問題点を見せるわが国
において、健康と幸せの条件といえる「食」の
問題に若い頃から触れる事が求められている
中、食育を地域連携として、特に若い世代に行
う事は依然として重要である。双方にとって効
果が期待出来る実践と言えるため、今後も継続
していくことが必要である。
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